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議 会 の 動 向

　
創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
村
上　
　
茂

一　
丹
沢
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
丹
沢
山
地
の
麓
に
あ
る
本
市
の
、

丹
沢
の
魅
力
を
生
か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
29
年
８
月
に
山
の
専
門
誌
と

連
携
し
た
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
山
モ
リ
！

フ
ェ
ス
を
秦
野
で
開
催
し
、
こ
れ
ら
の

情
報
発
信
に
努
め
て
き
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト
で
は
秦
野
の
情
報

が
ト
ッ
プ
の
ほ
う
に
表
示
さ
れ
る
な
ど
、

本
市
の
知
名
度
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

二　
秦
野
Ｓ
Ａ
（
仮
称
）
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
を
活
か
し
た
周
辺
土
地
利
用
構
想
の

推
進
に
つ
い
て

問　
平
成
26
年
度
に
策
定
さ
れ
た
こ
の

構
想
は
、
28
年
度
か
ら
32
年
度
の
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
構
想
に
あ
る
①
産
業
利
用

促
進
ゾ
ー
ン
、
②
地
域
振
興
・
ふ
れ
あ

い
交
流
ゾ
ー
ン
、
③
農
業
生
産
ゾ
ー
ン

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
平
成
28
年
11
月
、
第
７
回
線
引

　
自
民
・
新
政　
　
　
今
井　
　
実　

一　
鶴
巻
排
水
機
場
の
活
用
に
つ
い
て

問　
鶴
巻
地
区
の
市
政
懇
談
会
に
お
い

て
、
鶴
巻
排
水
機
場
を
観
光
資
源
と
し

て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
、
鶴
巻

排
水
機
場
や
そ
の
周
辺
に
関
連
す
る
質

問
が
さ
れ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
大
根
川
ポ
ン
プ
場
が
本
格
稼
動
し

た
こ
と
に
伴
い
、
鶴
巻
排
水
機
場
は
平

成
24
年
度
末
に
排
水
機
能
を
停
止
し
て

い
る
。
現
在
、
建
物
は
資
材
な
ど
を
保

管
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

し
、
敷
地
内
の
草
刈
り
な
ど
は
地
域
住

民
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

問　
鶴
巻
排
水
機
場
は
国
庫
補
助
金
を

　
民　
政　
会　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利

用
拡
大
に
つ
い
て

問　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

再
整
備
か
ら
累
計
で
、
ど
の
程
度
の
費

用
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
平
成
19
年
７
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、

既
存
建
物
の
解
体
の
ほ
か
、
研
修
棟
、

活
動
棟
の
設
置
工
事
、
ま
た
、
風
呂
棟

や
い
ろ
り
棟
、
現
在
建
設
中
の
森
林
遊

び
場
（
仮
称
）
の
第
１
期
工
事
な
ど
、

総
額
約
10
億
７
１
０
０
万
円
と
な
る
。

そ
の
う
ち
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は

約
４
億
２
４
０
０
万
円
と
な
る
。

問　
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、

　
日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭　

一　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
自
殺
や
児
童
虐
待
が
増
加
す
る
中
、

産
後
鬱う

つ

の
予
防
や
早
期
発
見
の
体
制
と

虐
待
防
止
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
産
後
鬱
を
予
防
し
、
早
期
発
見
す

る
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
母

子
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
保
健
師
と
妊

婦
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
安
心

し
て
妊
娠
期
を
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し

て
い
る
。
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
乳
児
家
庭
を
民
生
委
員
が
全

戸
訪
問
し
、
育
児
不
安
軽
減
、
孤
立
防

止
を
目
的
に
実
施
し
た
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
綾
瀬
市
で
の
中
学
３
年
生
自
殺
事

件
を
受
け
、
本
市
の
学
校
で
子
ど
も
た

ち
が
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
、
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、

道
徳
の
時
間
な
ど
、
教
育
活
動
全
体
の

中
で
学
ん
で
い
る
。
命
の
大
切
さ
を
学

ん
で
心
情
を
育
む
こ
と
が
最
大
の
未
然

防
止
に
な
る
た
め
、
命
を
大
切
に
す
る

　
公　
明　
党　
　
横
山　
む
ら
さ
き

一　
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策

に
つ
い
て

問　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
市
民
の
生
活

の
質
を
妨
げ
て
い
る
状
況
に
対
し
、
基

本
指
針
に
沿
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対

策
を
「
健
康
は
だ
の
21
」
に
位
置
付
け

る
べ
き
で
あ
る
。
乳
幼
児
の
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
の
医
療
情
報
の
提
供
や
、
相
談

窓
口
に
お
け
る
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策

き
見
直
し
が
告
示
さ
れ
※
一
般
保
留
フ

レ
ー
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
５
年
か

ら
７
年
先
の
次
回
線
引
き
ま
で
に
計
画

的
市
街
地
整
備
の
め
ど
を
立
て
、
随
時
、

市
街
地
区
域
へ
の
編
入
を
行
う
。
②
28

年
度
か
ら
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

と
し
て
、
地
域
産
業
の
活
性
化
に
取
り

組
む
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
体
験
事
業
を
実
施

し
て
お
り
30
年
度
に
は
誘
致
策
を
ま
と

め
る
。
③
29
年
７
月
、
土
地
所
有
者
や

農
家
の
方
と
周
辺
地
域
に
係
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
議
論
を
始
め
た
。

今
後
は
県
も
含
め
て
具
現
化
を
図
る
。

活
用
し
建
設
さ
れ
た
た
め
、
法
律
に
基

づ
く
処
分
制
限
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
処
分
制
限
期
間
終
了
後
に
解

体
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　
施
設
自
体
を
残
す
と
い
う
考
え
も

あ
る
が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
く
。

要
望　
地
元
に
は
鶴
巻
排
水
機
場
の
建

物
を
活
用
し
て
地
域
の
観
光
拠
点
に
し

た
い
と
い
う
強
い
要
望
が
あ
る
。
鶴
巻

地
区
は
昔
か
ら
水
と
戦
っ
て
き
た
歴
史

が
あ
り
、
こ
の
鶴
巻
排
水
機
場
か
ら
地

域
の
歴
史
を
体
感
で
き
る
よ
う
な
活
用

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二　
お
も
て
な
し
に
十
分
配
慮
さ
れ
た

観
光
の
推
進
に
つ
い
て

要
望　
本
市
に
は
貴
重
な
財
産
が
多
く

ど
の
程
度
か
。

答　
平
成
28
年
度
で
は
、
施
設
職
員
の

人
件
費
、
施
設
の
維
持
に
関
す
る
清
掃

や
点
検
委
託
な
ど
で
約
４
５
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

問　
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
19
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
、
直

後
の
20
年
度
の
３
万
35
人
を
最
高
に
、

28
年
度
で
は
、
約
２
万
９
０
０
人
と
年 

々
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

問　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
今
後
も
厳

し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
民
間
な
ど

と
連
携
し
稼
働
率
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
稼
働
率
向
上
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る

教
育
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

三　
経
済
振
興
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
３
年

間
、
秦
野
産
材
を
使
用
し
な
い
リ
フ
ォ

ー
ム
に
対
し
て
も
、
快
適
な
住
ま
い
づ

く
り
補
助
金
を
交
付
し
た
。
不
景
気
で

消
費
が
落
ち
込
む
中
、
経
済
活
性
化
の

た
め
、
補
助
額
の
約
12
倍
の
経
済
波
及

効
果
が
あ
っ
た
補
助
金
を
復
活
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
経
済
活
性
化
に
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
た
め
、
今
後
も
秦
野
産
材
に
特
化

し
た
補
助
制
度
を
進
め
て
い
く
。

は
、
妊
娠
期
か
ら
相
談
に
応
じ
て
い
る

が
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
必
要

な
情
報
を
掲
載
し
、
乳
幼
児
健
診
な
ど

の
機
会
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
。

二　
秦
野
版
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

問　
①
東
京
五
輪
開
催
年
に
迎
え
る
本

市
の
植
樹
祭
準
備
は
、
②
市
民
の
※
水

リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
、
お
い
し

い
秦
野
の
水
を
通
じ
、
水
問
題
を
考
え

る
一
日
名
水
大
学
校
の
実
施
や
国
際
貢

献
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
植
樹
祭
の
時
期
や
場
所
は
未
定

だ
が
、
苗
づ
く
り
を
小
・
中
学
校
の
協

力
で
進
め
た
い
。
②
市
民
参
加
の
機
会

を
検
討
し
た
い
が
、
お
い
し
い
秦
野
の

水
を
通
し
た
国
際
貢
献
は
、
水
道
利
用

者
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
難
し
い
。

三　
商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て

問　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

東
海
大
学
近
道
商
店
街
は
、
学
生
に
よ

る
経
済
効
果
は
な
く
、
店
舗
撤
退
が
続

い
て
い
る
が
、
商
店
街
の
将
来
像
を
ど

う
考
え
る
か
。

答　
東
海
大
学
と
連
携
し
、
学
生
の
ま

ち
と
し
て
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
商

店
街
活
性
化
を
商
店
街
と
共
に
考
え
て

い
き
た
い
。

可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
戦
略
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
特
に
閑
散
期
で
稼
働
率
が
低
い

１
月
、
２
月
、
５
月
の
稼
働
率
を
上
げ

る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
も
し
、

行
政
で
は
企
画
や
運
営
な
ど
が
難
し
い

場
合
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
な
ど
の
知

恵
や
力
を
借
り
、
進
め
て
ほ
し
い
。

あ
る
が
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し

き
れ
て
い
な
い
。
観
光
振
興
基
本
計
画

で
掲
げ
た
課
題
点
な
ど
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

○ 8 月
	 17日（木） •代表者会議　•議員連絡会　•議員研修会　•議会運営委員会
　26日（土）	•災害時等対策訓練
　29日（火）	•議案送付
○ 9 月
	 1 日（金）	•議会運営委員会	 【傍聴者数 2人】
	 5 日（火）	•市議会第3回定例会開会	 【傍聴者数 6人】
	 	 •代表者会議　•議会運営委員会
	 6 日（水）	•代表者会議
	 7 日（木）	•議会運営委員会
	 	 •本会議（議案審議）	 【傍聴者数 2人】
	 	 •総務常任委員会（初委員会）
	 	 •文教福祉常任委員会（初委員会）
	 	 •環境都市常任委員会（初委員会）
  •議会運営委員会
	 	 •予算決算常任委員会（初委員会）
	 	 •代表者会議
	 12日（火）	•予算決算常任委員会（総括質疑、歳入の質疑）	【傍聴者数 8人】
	 13日（水）	•予算決算常任委員会（総務分科会）	 【傍聴者数14人】
	 14日（木）	•予算決算常任委員会（文教福祉分科会）	 【傍聴者数 1人】
	 15日（金）	•予算決算常任委員会（環境都市分科会）	 【傍聴者数 1人】
	 20日（水）	•議会運営委員会
	 	 •総務常任委員会	 【傍聴者数 1人】
	 	 •予算決算常任委員会（総務分科会）	 【傍聴者数 1人】
	 21日（木）	•文教福祉常任委員会	 【傍聴者数 1人】
	 	 •予算決算常任委員会（文教福祉分科会）	 【傍聴者数 1人】
	 22日（金）	•環境都市常任委員会
	 	 •予算決算常任委員会（環境都市分科会）
	 	 •追加議案送付
	 26日（火）	•本会議（一般質問）	 【傍聴者数22人】
	 	 •代表者会議　•議会運営委員会　•追加議案送付
	 27日（水）	•本会議（一般質問）	 【傍聴者数60人】
	 29日（金）	•本会議（議案審議）　•追加議案送付
○10月
	 4 日（水）	•議会運営委員会	 【傍聴者数 1人】
	 	 •予算決算常任委員会閉会
	 	 •市議会第3回定例会閉会	 【傍聴者数 2人】
	 	 •議会運営委員会　・議会報編集委員会
	 5 日（木）	•秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第3回定例会	【傍聴者数 3人】
	 16日（月）	•代表者会議　•議員連絡会　•議会運営委員会
○11月
	 7 日（火）	•議会運営委員会
	 13日（月）	•代表者会議		•議員連絡会  •議会運営委員会		•議会報編集委員会
 17日（金）	•議案送付

丹
沢
の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
と

発
信
が
秦
野
の
活
性
化
の
源
に

表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
率
向
上
を

経
済
活
性
化
の
た
め
秦
野
産
材
を
使
用
し
な
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
制
度
を
復
活
せ
よ

推す
い
譲じ
ょ
うの
精
神
で
国
際
貢
献
し
、

秦
野
名
水
の
名
を
上
げ
よ

鶴
巻
排
水
機
場
を

地
域
の
歴
史
的
遺
産
に

用語解説 ※一般保留フレーム…市街化調整区域内に市街化区域の編入を保留する区域などを設定し、計画的な市街地整備が確実になった時点で、随時、市街化区域に編入する「保留制度」のうち、区域を特定せず、人口などの枠（フレーム）を示し、設定するもの。
※SDGs…「持続可能な開発目標」のことで、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された、2016年から2030年までの国際目標のこと。
※水リテラシー…より安全な水の確保や災害リスク削減への貢献を目的とした、水資源の利用および管理に関する多面的な知識のこと。
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地域の歴史が体感できるような
鶴巻排水機場の活用を

閑散期の有効活用を
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産後鬱に陥らないよう顔の見える支援を

おいしい秦野の水を通じた国際貢献を


